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Y.エ ンゲ ス トロー ムの 「活 動 シス テム モデ ル」 によ る分 析 を通 して
川 地 亜弥子
1.は じめ に
(1)本 稿の 目的 と 「活動 システムモデル」 の概 略
本稿 では、Y.エ ンゲ ス トローム(Engestr6m,
Y。)の 「活動 システ ム モデル(activitysystem
mode1)」(Engestrom,Y.1987,邦訳1999)を 用
いて、京都市 のある民間保育所(以 下S園 とする)
における乳幼児発達相談 システム改善 の取 り組 み
にっ いて分析を行 うことを目的 とする。
エ ンゲス トロームは、現代 にお ける活動理論 の
中心的 な研究者 である。活動理論 は、 「人 間 の生
産活動 に典型的 に認 あ られる外界 の諸対象 に対 し
て道具 を用 いて働 きか けを行 う目的志向的 ・道具
的な活動を、人間 に特有 な高次な意識的 ・社会的
行 動 を説明す るモデルと考え、それを基礎 に心理
学 及 び人間諸科学の理論 の再構築 を標榜 して いる
理 論、方法論」(天 野1994、p.2)と 規定 され る。
エ ンゲ ス トロームによれば、 活動 理論 は次 のよ う
に展 開 して きた。
まず、活動理 論の第一 世代 はヴ ィゴッキ ー(L。
S.Vygotsky)を 中心 と してお り1、 媒介(medi-
ation)の 概念 を生み出 した。 これ は、 主 体 と対
象 とは文化 的道 具 に よ って媒介 されて い るとい
う考 え方 を さす。 第2世 代 は、 レオ ンチ ェ フ
(Leont'ev)に 代表 され、個 人的行 為 か ら集 団 的
活動 を明確 に区別 した。 しか し、 第2世 代 で は、
集 団的活動 システムをモ デル と して明確化 す るに
は至 らなか った。 これに取 り組 んだのが、第3世
代 であ り、 エ ンゲス トローム もここに位置付 く。
さ らに第3世 代 では、第2世 代 までが主 に垂 直的
発達 に関心 を寄 せて研究 を行 って きたのに対 し、
「対 話、多様 な ものの見方の枠組 みや声2、 そ して


































は、個人間、個人内の どち らにお いて も、様 々な
対話 ・多声性の中で実施 され ることとな る。 この
点か ら生 じる矛盾 と個 人的 ・集 団的発達 を明 らか
に し、現 代 にお ける子 育て支援 のための発達相談
を探 究す るたあに も、 エンゲス トロームの活動 シ
ステ ムモデル は有効 に働 くと考 え られる。ただ し、
今回の分 析で は紙 幅の都合上、 この第2の 点 にっ
いては 十'分に考察 していない ことをあ らか じめお
断 りしてお く。
② 発達的 ワーク リサ ーチ
さ らに、 エ ンゲス トロームは、実践者 たちが機
能不全 に陥 った活動 システムか ら新 たな活動 シス
テムへ と質的転換 を試 みることを援助す るため に
研究 者 が 「介 入(intervention)」 す る こ とを
「発達 的 ワー ク リサ ー チ(developmentalwork
research)」(以 下DWRと 略 す)と して積 極的 に
位置づ けて いる(Engestrom,Y.1993)。本稿 に
おける分析 も、分析 自体を 目的 とす るものではな
く、今後の発達相談 システ ムのよ りよい改善 を目
指 して行 うものであ る。
ただ し、 今回の分 析は、 エ ンゲス トロームの提
唱す るDWRと は厳密 には異 な る。 筆 者 は この
取 り組 みに発達相談員 の一人 と して参加 し、活動
システムモデルによ って分析 ・提言 を行 ったが、
その ときにはすでにS園 において、巡 回相談 のみ
の利用 ではな く、 なん らかの方策 によって在園児
全員 の発達相談 を行 うとい う方針 を決定 していた。
すなわ ち、従来 の巡回相談 システムか ら子育て支
援 と して の発達相談 システムへの移行 は、筆者 が
関与す る以 前に始 まって いると考え るのが妥当で
ある。 よって本稿で は、S園 にお いて、巡 回相談
の問題点の克服を 目指 して実施 された新たな発達
相談 システムの初年 度の とりくみ にっいて分析 し、
以後の発達 相談 の課題 を明 らかにす ることを目的
とす る9。 その際 に、S園 の主任 、0歳 児 クラス
の担 当保育 者や保護者 か らの聴取、 また筆者 自身
が発達相談員 として この活動 に関 わ った際 に得 ら





251力 園の9割 が民間保育所である(京 都市2001、
p.38)。 保育所は、全国平均で公立が6割 、私立が
4割 であり、私立保育所の多 さを京都市の特徴 の
一っとしてあげることができる。 さらに、 この」民
間保育園が集まって社団法人京都市保育連盟(以




















pp.45-49)。 その多 くは、S園 の保育者が感 じて
いた困難さと共通 している。
②S園 における巡回相談の利用状況
京都市S保 育園(以 下 「S園 」)は、定員90名 、
保育者数17名(2002年 度)の 民間保育所である。







また、 自治体 の乳幼児健診では発見 されない
「ちょっと気になる子」が増加 し、巡回相談の必
要性を痛感する一方で、1か 園あたり年間対象児











一 活 動 システムモデルによる分析 一
以上 を活動 システ ムモデルによ って分析 す る前
に、活動 システムの構 成 要素 にっ いて、Engest-
rom(1993,p.67)、 松下(2002,pp。8-9)に 基 づ
いて解説を加えてお く。図1を 見ていただ きたい。
ここで、 この まず、 【主体 】(subject)と は、 分
析 す る側が分析 の観点 と して選 んだ個人 あ るい は
グループで ある。【対象/動 機】(object/motive)
は、活動が向 け られ る素材や問題空間の事を指 し、
様々 な 【道具 】(toolS)を 使 って、【結 果】(out-
come)へ と変換 され る。 【共 同体】(community)
は、同一 の一般 的対象(具 体的な関わ り方 は多様
だが共有 されてい る対象)を 共 有す る多種多様な
個人やサ ブグルー プか らな る。 【分業 】(division
oflabor)と は、共同体の メンバ ー間でなされる、
課題 の水平的分割 、お よび権力 ・地 位の垂直的分
割 を表す。【ルール】(rules)と は、 活動 システ
ム内での行為 と相互行為を制約す る規則、規範、
慣習 を意味 し、明示的 なものだ けでな く暗黙的な
もの も含 まれ る。 松下(2002,p.9)は 、「主体は、
道具(物 理的道具 と心理的道具)を 媒介 と して対
象 に働 きか け、結果へ と変換す るが、それはまた、
主体が、共同体の他 のメ ンバ ーと役割 ・仕事を分
業 し、明示的 ・暗黙的 なルールを共有 しなが ら、
共同体 に参加 して い くことで もある」 と端的 にま
とめている。
図1で は、従来 の巡回相談 において、基本的に、
【ルール】【道具 】【分業】 の不十分 さか ら、 シス
テム全体 と して機能不全 に陥 っていることが示さ
れて い る。 と りわ け、 【ル ール】 が 【道 具 】 や
【分業】 の不十分 さを生み 出 している。具体的に
は、【ルール】にお いて、委託事 業 で あ る ことか
ら、 時間 や予算 の制限 がある こと、年間6名 とい




































行 う。具体的な保育 ・育児上のア ドバイスを





や学習会、発達理論の進展 などが影響 してい る












まず、相談員 は、「可逆操作 の高 次化 にお け る
階層 一段階理論」(田 中1987、 以 下 「階層 一段 階
理論」 と略す)を 基盤 と して、発達診 断を行 い、
相談活動 を進 める ことに した。「階層 一段階理論」
は、現在 の子 ど もの発達 の姿 と今後 の発達 の見通
しを示す こと、 また、育児 ・保育 に対 す る具体 的
な ア ドバ イスを行 うことが で きる理論 である。 ま
た 「階層 一段階理論」 は、発達保障 の理論 とは相
対的 に独立 して いるが、相互 に影響 しあ うことで
発展 して いる理論で あ り、子 ど もの発達 を保障 す
る相談活動をあ ざす今回の発達相談 の目的 に適 し
た理 論であ る。 また、S園 の保育 者 が学 習会 な ど
を通 して 「階層 一段階理論」 を学 び、保育 の中 で
その有効性 を実感 して いたこ とも重要 であ った㌔
ここで、【道具】(ア ーテ ィフ ァク ト)の 、三っ
の レベル にっいて、若干説明 してお こ う。 エ ンゲ
ス トロームによれば、【道具 】 は次 の よ うに分 類
す ることがで きる(エ ンゲ ス トローム1999、 訳注
p.14)o
第一の レベル…tool(一 次的 な媒介物。例 え
ば コンビ3一 ター)
第 二の レベル…instrument(too1を 使用す る



















今回 は主 と して1歳 台 の子 ど もを対象 と した。
1歳 前半6名 、1歳 後半5名 につ いて診断 した。





中 で きない、 こぼす等)に 関す る主訴 が予 測 され
た。生後第2の 階層(乳 児期後半)か ら生後第3
の階層(幼 児期)へ の飛躍的移行期の具体的な診
断項 目は表2の ようなものが中心となった。
これ らの検査項 目 ・評価基準 につ いて、相談員
































みずか ら行動 や気持 ちを切 り替えて主体的に行 な
うことがで きる ことを説明 した。具 体的には、検
査場面で、課題 を拒否 していて も 「ど っちを しよ
うか?」 と選ばせ ると、課題 に応 じる ことがで き
ること。 また、園でパ ンツをは くことを拒否 して
いて も、「ど っちのパ ンッはこうか?」 ときくと、
パ ンッを はくことができること。 これ らを例 に挙
げて、家 でのだだ こねにつ いて も、 「～ デハ ナイ





























































































































員の生 き生 きと した個 々の学 びにつ いて、若干 の
聞 き取 りや ア ンケー トは行 っているが、個別 の気
持 ちや行動の プロセス、 またそれ らが重な りあい、
ぶつ か りあって実現 した今 回の活動 のプ ロセスを
リアルに描 きだす にはいた っていない。 これにっ
いて は、 すで に松下(2002、pp.19-22)が エ ンゲ
ス トロームの理論 に肉付 け ・拡張 が必要 な点 と し
て挙 げた もの とも重 な る。 今後 は、 発達相談 員 と
して よりよい発達相談 システムの構 築に関わ りな
が ら、同時にその ダイナ ミックな変 革の プロセ ス





いた松下佳代助教授、そ して何 より、子育て支援 とし
ての発達相談システムの構築 に関与させて下さったS
保育園の保育者、保護者の皆様 と、素晴 らしい発達 の
姿を見せて くれた子どもたちに深 くお礼申し上げます。
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1ロ シア の 心 理 学 者 ブ ル シ ュ リ ン ス キ ー(1986訳)
や 、 日本 の 心 理 学 者 中 村 和 夫(1998)の よ うに 、 ヴ ィ
ゴ ッ キー の 理 論 を 活 動 理 論 と は 見 な さ な い立 場 もあ
る。
2「 声 」 とは、 ロ シ ア の 人 文 学 者 パ フ チ ン(M.M.
Bakhtin)に よ っ て提 唱 さ れ た 概 念 で 、 単 な る音 声
で は な く、 意 識 、 感 情 、 人 格 、 考 え 方 、 、γ場 な ど を
表 す 。
3し か し、 この と り くみ は保 育 者 に よ っ て 、 全 市 的
な制 度 改 革 の第 一 歩 とな る こ とを 意 図 さ れ て い る。
一 つ の園 の と り くみ と して で は な く、 よ り大 き な枠
組 み で分 析 ・実 践 して い く場 合 に は 、DWRに な り
うる だ ろ う。
4そ の後 、S園 で は、 「階層 一段 階理 論 」 の学 習 を・
講 演 会 な ど を企 画 して進 め て い る。
5「 階層 一 段 階理 論 」 は、 発達 保 障 の理 念 と も密 接 に
関 わ って お り、 【ル ール 】 の 変更 に 重要 な役 割 を 果 た
して い る。 エ ンゲ ス トロ ー ム も、 活 動 の 過 程 で 【道
具 】 が 【ル ー ル 】 と な り、 ま た 【ル ー ル 】 が 【道
具 】 とな る場 合 が あ る こ とを 指 摘 し て い る(EngeS-
trom,Y.1990,pp.179-181)0
6こ の よ う に、 【結 果 】 だ け で は な く、 活 動 シ スブ
ムモ デ ル の 諸 要 素 も変 化 す る こ とを 、 「結 果 の二 重性」
と呼 ぶ(Engestrom,Y,1990,p.181)。
(博 十後 期 課程)
一34一
